


ス
タ
ッ
フ

製
作
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
ジ
ェ
フ
・
ビ
ガ
ン

監
督
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
マ
イ
ケ
ル
・
ミ
ラ
ー

脚
本
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
ド
ナ
ル
ド
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト

製
作
総
指
揮
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
ロ
ジ
ャ

1

・
コ

l

マ
ン

撮
影
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
ブ
ル
ー
ス
・
ロ
ー
ガ
ン

音
楽
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
ロ
ー
レ
ン
・
ニ
ュ
ー
カ

l

ク

キ
ャ
ス
ト

ダ
イ
ナ
・
ハ
ン
:
:
:
:
:
:
:
イ
ベ
ッ
ト
・
ミ
ミ
ュ

l

コ

l

リ

1

・
ブ
レ
イ
ク
・
・
・
・
・
・
ト
ミ

l

・
リ

i

・
ジ
ョ
!
ン
ズ

ボ
ビ

1

・
レ
イ
・
・
:
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
:
・
ロ
パl

ト
・
キ
ャ
ラ
ダ
イ
ン

ホ
ビ
!
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
ッ
ク

保
安
官
デ
ン
プ
シ

l
:
:
:
:
:
:
:
:
:
セ
パ

l

ン
・
ダ

l

デ
ン

保
安
官
代
理
パ
:
:
:
:
・
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ラ
ー

説

-
解

建
国
二

O
O

年
。
へ
ん
ぽ
ん
と
翻
え
る
星
条
旗
の
真
下
で
、
何

と
ノ

l

ガ
ー
ド
の
女
が
警
官
に
姦
さ
れ
、
農
作
物
を
か
っ
ぱ
ら
っ

た
だ
け
の
若
者
が
警
官
隊
の
一
斉
射
撃
に
蜂
の
巣
に
き
れ
た
|
|
。

鳴
呼
、
血
と
暴
力
に
ま
み
れ
た
傷
だ
ら
け
の
巨
象
ア
メ
リ
カ
:
:
:

全
米
の
批
評
家
・
観
客
を
震
感
さ
せ
た
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
暴
力

ド
ラ
マ
で
あ
る
。
罪
も
な
く
放
り
込
ま
れ
た
留
置
所
の
中
で
、
美

貌
の
キ
ャ
リ
ア
・
ウ
ー
マ
ン
(
職
業
婦
人
)
が
警
察
官
に
襲
わ
れ

る
と
い
う
信
じ
ら
れ
な
い
プ
ロ
ッ
ト
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
、
相

変
ら
ず
血
に
飢
え
た
刊
年
代
ア
メ
リ
カ
の
実
相
を
あ
ぶ
り
出
し
た

新
手
の
殺
毅
ド
ラ
マ
の
快
作
。
「
俺
た
ち
に
明
日
は
な
い
」
「
イ
ー

ジ
ー
・
ラ
イ
ダ

l
」
か
ら
甘
さ
と
情
感
を
一
切
と
り
払
っ
た
渇
い

た
暴
力
映
画
と
絶
讃
を
浴
び
た
問
題
作
だ
。
監
督
は
ロ
ジ
ャ
ー
­

コ
l

マ
ン
門
下
の
新
鋭
で
こ
れ
が
初
登
場
の
マ
イ
ケ
ル
・
ミ
ラ

l
。

主
演
は
久
々
の
ブ
ロ
ン
ド
・
ビ
ュ

l

テ
ィ
、
イ
ベ
ッ
ト
・
ミ
ミ
ユ

ー
が
衝
撃
の
演
技
を
展
開
す
る
他
、
ロ
パ

l

ト
・
デ
・
ニ

l

ロ
を

襲
う
二
枚
目
と
評
判
の
ト
ミ

l

・
リ
l

・
ジ
ョ
!
ン
ズ
が
印
象
的

な
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
る
。

-
ス
ト
ー
リ
ー

，
一
持ρ
J

ダ
イ
ナ
・
ハ
ン
タ
ー
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
広
告
代
理
店
に
勤
務

す
る
キ
ャ
リ
ア
・
ウ
ー
マ
ン
。
お
オ
。
仕
事
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
、

こ
の
と
こ
ろ
過
労
気
味
の
彼
女
を
決
定
的
に
打
ち
の
め
し
た
の
は

同
棲
中
の
男
の
裏
切
り
だ
っ
た
。
ロ
ス
を
離
れ
、
ど
こ
か
別
の
場

所
で
再
出
発
を
計
り
た
い
。
そ
う
決
意
し
た
彼
女
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
い
る
女
友
達
が
心
よ
く
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。
愛
車
を
駆
つ

て
の
気
ま
ま
な
大
陸
横
断
一
人
旅
。
だ
が
空
路
を
避
け
て
陸
路
を

選
ん
だ
こ
と
が
と
ん
で
も
な
い
裏
目
に
な
っ
て
出
ょ
う
と
は
・
:

と
あ
る
小
き
な
町
の
カ
フ
ェ
。
男
た
ち
の
ね
め
ま
わ
す
よ
う
な

視
線
が
ダ
イ
ナ
の
グ
ラ
マ
ラ
ス
な
肢
体
を
一
這
う
。
ふ
り
払
う
よ
う

に
再
び
ハ
イ
ウ
ェ
イ
に
乗
り
出
し
た
ダ
イ
ナ
は
奇
妙
な
ア
ベ
ッ
ク

と
道
連
れ
に
な
っ
た
。
故
郷
へ
帰
る
途
中
だ
と
い
う
こ
人
。
よ
く

喋
り
ま
く
る
陽
気
き
に
つ
い
気
を
許
し
た
の
が
ア
ダ
と
な
っ
た
。

辺
り
が
暗
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
突
然
二
人
は
運
転
席
の
ダ
イ
ナ
に

挙
銃
を
つ
き
つ
け
て
き
た
。
彼
ら
は
ハ
イ
ウ
ェ
イ
専
門
の
ア
ベ
ッ

ク
追
い
は
ぎ
だ
っ
た
の
だ
。
身
ぐ
る
み
は
が
れ
た
ダ
イ
ナ
は
殴
ら

れ
、
そ
の
場
に
昏
倒
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
正
気
に
返
っ
た
彼
女

は
ふ
ら
つ
き
な
が
ら
も
近
く
の
町
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
の

ス
ナ
ッ
ク
・
バ

l

に
辿
り
着
い
た
。
パ
ー
の
好
色
そ
う
な
主
人
は

ダ
イ
ナ
の
扇
情
的
な
姿
に
た
ち
ま
ち
欲
情
し
た
。
だ
が
ダ
イ
ナ
の

必
死
の
抵
抗
に
思
い
遂
げ
ら
れ
ず
と
見
た
主
人
は
、
丁
度
入
っ
て

き
た
町
の
保
安
官
に
デ
タ
ラ
メ
な
証
言
を
し
て
ダ
イ
ナ
を
ス
ト
リ

ー
ト
ガ

l

ル
(
売
春
婦
)
に
仕
立
て
て
し
ま
っ
た
。
ウ
ム
を
言
わ

さ
ず
連
行
さ
れ
、
留
置
所
に
押
し
込
め
ら
れ
る
女
。
一
難
去
っ
て

ま
た
一
難
、
ダ
イ
ナ
・
ハ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
思
っ
て
も
み
な
い
運

命
の
時
が
近
づ
い
て
い
た
ー

l

。

-
映
像
の
限
界
に
挑
む
問
題
シ

l
ン

-
}
れ
が
レ
イ
プ
の
現
場
だ
ノ
・

ボ
ロ
布
の
よ
う
に
横
た
わ
る
ダ
イ
ナ
を
、
男
は
獲
物
に
対
す
る

野
獣
の
よ
う
に
そ
っ
と
近
づ
い
て
い
っ
た
。
音
も
な
く
錠
が
外
れ
、

独
房
の
閣
に
警
官
服
が
浮
き
上
が
っ
た
。
ダ
イ
ナ
は
声
を
立
て
よ

う
と
し
た
。
だ
が
音
に
な
ら
な
い
。
身
体
も
金
縛
り
に
な
っ
た
ま

ま
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
頭
の
奥
で
急
速
に
回
転
す
る
。

や
ら
れ
る
/
や
っ
と
女
が
事
態
に
気
が
つ
い
た
時
、
自
の
前
に

ズ
ボ
ン
を
ず
り
下
げ
た
男
の
姿
が
あ
っ
た
。
男
の
右
手
が
女
の
口

を
ふ
ざ
ぎ
、
そ
の
全
体
重
が
女
の
か
細
い
肉
体
に
の
し
か
か
る
。

静
ま
り
返
っ
た
留
置
所
全
体
に
女
の
絶
叫
が
こ
だ
ま
し
た
:
:
:
。
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